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●赤十字への寄付は何に使われているの？
●令和 3 年度の Topics
●令和４年度一般会計予算
　～皆様からお寄せいただいた活動資金は、このように使わせていただきます～
●聞いて効いて VOL.74
●血液センターからのお知らせです
●当県支部公式 SNS 随時更新中♡

5月は
赤十字運動月間です。

活動資金への
ご協力をお願い致します。



　様々な災害に備えて各関係機関と連携した救護訓練への参加や、救援物資の備蓄など、災害救護体制を整
えています。
　また、日頃から地域・学校で活躍する赤十字ボランティア（各種奉仕団）の育成に努めています。

救護員の育成（訓練参加） ボランティアの育成 救援物資の備蓄

平時の備え

川上校区社会福祉協議会 様 武校区民生委員児童委員協議会 様

島民の方々に話しかける鹿児島赤十字病院の看護師

西陵西町内会 様

令和３年度のTopics赤十字への寄付は何に使われているの？

令和４年度一般会計歳入歳出予算
～皆様からお寄せいただいた活動資金は、このように使わせていただきます～

■①災害救護活動事業と救護看護師養成のために　32,846千円
■②救急法等講習のために　　　　　　　　　　　16,310千円
■③赤十字奉仕団・青少年赤十字育成のために　　23,118千円
■④赤十字思想の普及のために　　　　　　　　　35,857 千円
■⑤社会福祉事業のために　　　　　　　　　  　　1,395千円
■⑥全国的な赤十字活動のために　　　　　　　　30,195千円
■⑦市町村における赤十字活動のために　　　　　38,580千円
■⑧赤十字活動の運営と推進のために　　　　　　60,489千円
■⑨将来の赤十字活動のために　　　　　　　　　37,006千円

　災害は、新型コロナウイルスの感染が収まるのを待ってくれません。
　例年通りとはいかないものの、令和３年度も各町内会・自治会や団体の方々が防災セミナーの受講や、当県
支部の施設見学などにご参加いただきました。防災・減災は、自助・共助の力を高めることが重要です。
　詳細については、当県支部までお問い合わせください。

町内会・自治会様の施設見学や防災セミナーの実施

　令和3年12月9日に最大震度5強の地震が発生した
トカラ列島の悪石島へ、十島村役場の要請を受けて、
鹿児島赤十字病院の看護師と、当県支部職員の計2名を
12月10日～17日まで派遣しました。
　現地では、常駐の看護師らと一緒に、地震が続き不
安な日々を送っている島民の方々の健康観察などの活
動を行いました。

令和３年12月　悪石島へ赤十字職員の派遣
　被災地のニーズに合わせて、医療救護班を派遣し、救護所の設置や巡回診療を行います。
　災害時は、身体だけでなく心にも傷を負ってしまうことが多いため、被災者の心が安まるよう、“こころの
ケア” も行います。
　また、被害の状況に併せて救援物資の配分や支援員の派遣を行います。

医療救護 救援物資の配分 こころのケア

発災時

　“未来”のため、一人でも多くのいのちが救えるよう、各種講習会や防災セミナーの実施、子どもたちへの防
災教育（青少年赤十字の活動）を行っています。

子どもたちへの防災教育 各種講習の実施 地域の防災への貢献

未来のために

突然訪れる “その時” のために、私達は日々活動しています。

歳出予算
275,796千円
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10月18日㊊

11月15日㊊

11月16日㊋

１月29日㊏

武校区民生委員児童委員協議会

鹿児島県立薩摩中央高校
（1～ 2年生）

吉川幸寿会

武校区まちづくり協議会
（青色パトロール隊）
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１

２
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４

５

6月3日㊍

7月11日㊐

7月31日㊏

12月14日㊋

3月3日㊍

南九州市

鹿児島市 西陵西町内会

鹿児島市
（田上小）

障害者支援施設
慈生園

南日本リビング新聞社
「防災・減災
プロジェクト」

鹿児島市
川上校区社協

南九州市立
知覧中学校

赤十字会館

南九州市

災害エスノグラフィー

災害図上訓練
（DIG）

災害図上訓練
（DIG）

災害への備え

災害への備え

日付 実施地区（市町村） 実施団体

３

26

28

24

70

受講者数 実施内容

【施設見学】 【防災セミナー】



2,000円 3,000円

5,000円 25,000円 100,000円

赤十字の活動や救援物資の購入など、カタチを変えて苦しんでいる人々を救います。

こちらの払込取扱票は個人・法人専用です。　
町内会様・自治会様の場合は、お近くの社会福祉協議会などの日赤窓口までお願いいたします。
なお、払込取扱票は、郵便局・ゆうちょ銀行専用です。（手数料無料）

赤十字の活動を支えているのは、県民の皆さまです
いかなる状況下でも、苦しんでいる人を救うため皆様からのご支援を必要としています

皆さまのご寄付でできること　 例えば…

運びやすく、また衛生的かつ長期保存がで
きるように真空パック加工されています。

毛布（1枚）

鹿児島県は風水害による被害が多い地域で
す。屋根や窓が壊れた際の雨漏り防止など
のために整備しています。

ブルーシート（1枚）

災害時、長期間にわたって避難所で就寝
する時に役立つセットです。枕やアイマ
スク、耳栓などが入っています。

安眠セット（1セット）

災害発生直後からの避難所生活時に必要
となる物品が収納されています。

緊急セット（1セット4人分）

緊急時にいのちを救うための方法のひと
つである「心肺蘇生」を正しく学ぶための
人体模型です。

心肺蘇生訓練人形（1体）

緊急時にいのちを救うための方法のひと
つである「AED」を正しく使うために訓練
を実施できる器具です。

訓練用AED（1台） 

鹿児島県支部
独自配備
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ご依頼人欄に、おところ・おなまえをご記入ください。（承認番号福第13916号）

これより下部には何も記入しないでください。

お電話番号

どこでこのチラシを手にしましたか？

払 込 取 扱 票 振替払込請求書兼受領証

日 附 印

〔お願い〕
下記にチェックをお願いします。
□会員へ登録します。
□会員への登録は不要です。

□市町村報・町内会回覧
□赤十字講習（救急法・水上安全法・幼児安全法・健康生活支援講習）
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□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

□献血会場□イベント会場

おところ・おなまえ

口 座 記 号 番 号

日
附
印

おなまえ

この受領証は、大切に保管してください。

　様々な災害に備えて各関係機関と連携した救護訓練への参加や、救援物資の備蓄など、災害救護体制を整
えています。
　また、日頃から地域・学校で活躍する赤十字ボランティア（各種奉仕団）の育成に努めています。

救護員の育成（訓練参加） ボランティアの育成 救援物資の備蓄

平時の備え

川上校区社会福祉協議会 様 武校区民生委員児童委員協議会 様

島民の方々に話しかける鹿児島赤十字病院の看護師

西陵西町内会 様

令和３年度のTopics赤十字への寄付は何に使われているの？

令和４年度一般会計歳入歳出予算
～皆様からお寄せいただいた活動資金は、このように使わせていただきます～

■①災害救護活動事業と救護看護師養成のために　32,846千円
■②救急法等講習のために　　　　　　　　　　　16,310千円
■③赤十字奉仕団・青少年赤十字育成のために　　23,118千円
■④赤十字思想の普及のために　　　　　　　　　35,857 千円
■⑤社会福祉事業のために　　　　　　　　　  　　1,395千円
■⑥全国的な赤十字活動のために　　　　　　　　30,195千円
■⑦市町村における赤十字活動のために　　　　　38,580千円
■⑧赤十字活動の運営と推進のために　　　　　　60,489千円
■⑨将来の赤十字活動のために　　　　　　　　　37,006千円

　災害は、新型コロナウイルスの感染が収まるのを待ってくれません。
　例年通りとはいかないものの、令和３年度も各町内会・自治会や団体の方々が防災セミナーの受講や、当県
支部の施設見学などにご参加いただきました。防災・減災は、自助・共助の力を高めることが重要です。
　詳細については、当県支部までお問い合わせください。

町内会・自治会様の施設見学や防災セミナーの実施

　令和3年12月9日に最大震度5強の地震が発生した
トカラ列島の悪石島へ、十島村役場の要請を受けて、
鹿児島赤十字病院の看護師と、当県支部職員の計2名を
12月10日～17日まで派遣しました。
　現地では、常駐の看護師らと一緒に、地震が続き不
安な日々を送っている島民の方々の健康観察などの活
動を行いました。

令和３年12月　悪石島へ赤十字職員の派遣
　被災地のニーズに合わせて、医療救護班を派遣し、救護所の設置や巡回診療を行います。
　災害時は、身体だけでなく心にも傷を負ってしまうことが多いため、被災者の心が安まるよう、“こころの
ケア” も行います。
　また、被害の状況に併せて救援物資の配分や支援員の派遣を行います。

医療救護 救援物資の配分 こころのケア

発災時

　“未来”のため、一人でも多くのいのちが救えるよう、各種講習会や防災セミナーの実施、子どもたちへの防
災教育（青少年赤十字の活動）を行っています。

子どもたちへの防災教育 各種講習の実施 地域の防災への貢献

未来のために

突然訪れる “その時” のために、私達は日々活動しています。

歳出予算
275,796千円
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10月18日㊊

11月15日㊊

11月16日㊋

１月29日㊏

武校区民生委員児童委員協議会

鹿児島県立薩摩中央高校
（1～ 2年生）

吉川幸寿会

武校区まちづくり協議会
（青色パトロール隊）
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５

6月3日㊍

7月11日㊐

7月31日㊏

12月14日㊋

3月3日㊍

南九州市

鹿児島市 西陵西町内会

鹿児島市
（田上小）

障害者支援施設
慈生園

南日本リビング新聞社
「防災・減災
プロジェクト」

鹿児島市
川上校区社協

南九州市立
知覧中学校

赤十字会館

南九州市

災害エスノグラフィー

災害図上訓練
（DIG）

災害図上訓練
（DIG）

災害への備え

災害への備え

日付 実施地区（市町村） 実施団体

３
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24
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受講者数 実施内容

【施設見学】 【防災セミナー】



日赤鹿児島県支部やお住まいの地
域の社会福祉協議会 ・ 町村役場な
どの日赤窓口でもご寄付を受付け
ております。

お近くの日赤窓口で寄付

Webサイトからの登録により、ク
レジットカードでご寄付いただけ
ます。ご寄付の方法は、「毎年」・「毎
月」・「今回のみ」からお選びいただ
けます。

クレジットカードで寄付

ご希望の口座から自動引き落とし
でご寄付いただけます。お申込み
には「会員加入申込書」が必要とな
りますので、ご希望の方へお送り
いたします。

銀行・郵便局の口座振替で
寄付

お近くの郵便局、ゆうちょ銀行で
ご利用いただけます。（手数料無
料）鹿児島銀行の振込用紙が必要
な方はご連絡ください。

振込用紙で寄付

　近年、「自分で築いた財産の一部を寄付したい」という相談や、大切な方を亡くされた方々
から、「故人の遺産を社会のために貢献したい」という尊いお申し出が増えています。
　日本赤十字社は、このような尊いご意思に応えるために遺言によるご寄付（遺贈）、相続財
産のご寄付を承っております。

　日本赤十字社に遺贈した財産や相続税の申告期限（申告
書提出期限は相続から10か月以内）までに相続人が寄付し
た財産は、非課税となる優遇措置が認められています。

ご寄付には税制上の優遇措置があります。

　遺贈や相続財産のご寄付の詳細について説明が記載され
ているパンフレットを無料でお送りいたします。
　ご希望の方はお電話（組織振興課：TEL099-252-0600）
にてお問い合わせください。

ご案内のパンフレットをお渡ししています。

活動資金へのご協力方法

故人の思いを赤十字へ

　資金の有効活用のため、この受領
証をもって日本赤十字社の受領証に
かえさせていただきます。
　なお、本受領証は、免税証として利
用いただけます。

この場所には、何も記載しないでください。

町
内
会
・
自
治
会
を
通
し
た
ご
協
力
の
ほ
か
、
ご
都
合
に
合
っ
た
方
法
で
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で
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あ
り
ま
せ
ん
。

払込みいただいた金額は個人に
ついては、所得税法第78条第２
項第３号の規定に基づく寄付金
に該当し、法人については、法
人税法第37条第４項に基づく寄
付金に該当します。

〒890-0064 鹿児島市鴨池新町 1番 5号
日本赤十字社鹿児島県支部　組織振興課
電話 099－252－0600
〈ご注意〉
・この用紙は、機械で処理しますので、
金額を記入する際は、枠内にはっきりと
記入してください。また、本票を汚した
り、折り曲げたりしないでください。
・この用紙は、ATMではご利用いただけ
ません。
・この振込書を、ゆうちょ銀行又は郵便
局の渉外員にお預けになるときは、引換
えに預り証を必ずお受け取りください。
・払込みの際、法令等に基づき、運転免
許証等、顔写真付きの公的証明書類のご
提示をお願いする場合があります。
・この用紙による、払込料金は無料とな
ります。
・ご依頼人様からご提出いただきました
払込書に記載されたおところ、おなまえ
等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となるも
のですから大切に保管してください。



日赤鹿児島県支部やお住まいの地
域の社会福祉協議会 ・ 町村役場な
どの日赤窓口でもご寄付を受付け
ております。

お近くの日赤窓口で寄付

Webサイトからの登録により、ク
レジットカードでご寄付いただけ
ます。ご寄付の方法は、「毎年」・「毎
月」・「今回のみ」からお選びいただ
けます。

クレジットカードで寄付

ご希望の口座から自動引き落とし
でご寄付いただけます。お申込み
には「会員加入申込書」が必要とな
りますので、ご希望の方へお送り
いたします。

銀行・郵便局の口座振替で
寄付

お近くの郵便局、ゆうちょ銀行で
ご利用いただけます。（手数料無
料）鹿児島銀行の振込用紙が必要
な方はご連絡ください。

振込用紙で寄付

　近年、「自分で築いた財産の一部を寄付したい」という相談や、大切な方を亡くされた方々
から、「故人の遺産を社会のために貢献したい」という尊いお申し出が増えています。
　日本赤十字社は、このような尊いご意思に応えるために遺言によるご寄付（遺贈）、相続財
産のご寄付を承っております。

　日本赤十字社に遺贈した財産や相続税の申告期限（申告
書提出期限は相続から10か月以内）までに相続人が寄付し
た財産は、非課税となる優遇措置が認められています。

ご寄付には税制上の優遇措置があります。

　遺贈や相続財産のご寄付の詳細について説明が記載され
ているパンフレットを無料でお送りいたします。
　ご希望の方はお電話（組織振興課：TEL099-252-0600）
にてお問い合わせください。

ご案内のパンフレットをお渡ししています。

活動資金へのご協力方法

故人の思いを赤十字へ

　資金の有効活用のため、この受領
証をもって日本赤十字社の受領証に
かえさせていただきます。
　なお、本受領証は、免税証として利
用いただけます。

この場所には、何も記載しないでください。

町
内
会
・
自
治
会
を
通
し
た
ご
協
力
の
ほ
か
、
ご
都
合
に
合
っ
た
方
法
で

受
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て
お
り
ま
す
。

こ
の
払
込
取
扱
票
は
、
ご
寄
付
を
強
制
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

払込みいただいた金額は個人に
ついては、所得税法第78条第２
項第３号の規定に基づく寄付金
に該当し、法人については、法
人税法第37条第４項に基づく寄
付金に該当します。

〒890-0064 鹿児島市鴨池新町 1番 5号
日本赤十字社鹿児島県支部　組織振興課
電話 099－252－0600
〈ご注意〉
・この用紙は、機械で処理しますので、
金額を記入する際は、枠内にはっきりと
記入してください。また、本票を汚した
り、折り曲げたりしないでください。
・この用紙は、ATMではご利用いただけ
ません。
・この振込書を、ゆうちょ銀行又は郵便
局の渉外員にお預けになるときは、引換
えに預り証を必ずお受け取りください。
・払込みの際、法令等に基づき、運転免
許証等、顔写真付きの公的証明書類のご
提示をお願いする場合があります。
・この用紙による、払込料金は無料とな
ります。
・ご依頼人様からご提出いただきました
払込書に記載されたおところ、おなまえ
等は、加入者様に通知されます。
・この受領証は、払込みの証拠となるも
のですから大切に保管してください。

　様々な災害に備えて各関係機関と連携した救護訓練への参加や、救援物資の備蓄など、災害救護体制を整
えています。
　また、日頃から地域・学校で活躍する赤十字ボランティア（各種奉仕団）の育成に努めています。

救護員の育成（訓練参加） ボランティアの育成 救援物資の備蓄

平時の備え

川上校区社会福祉協議会 様 武校区民生委員児童委員協議会 様

島民の方々に話しかける鹿児島赤十字病院の看護師

西陵西町内会 様

令和３年度のTopics赤十字への寄付は何に使われているの？

令和４年度一般会計歳入歳出予算
～皆様からお寄せいただいた活動資金は、このように使わせていただきます～

■①災害救護活動事業と救護看護師養成のために　32,846千円
■②救急法等講習のために　　　　　　　　　　　16,310千円
■③赤十字奉仕団・青少年赤十字育成のために　　23,118千円
■④赤十字思想の普及のために　　　　　　　　　35,857 千円
■⑤社会福祉事業のために　　　　　　　　　  　　1,395千円
■⑥全国的な赤十字活動のために　　　　　　　　30,195千円
■⑦市町村における赤十字活動のために　　　　　38,580千円
■⑧赤十字活動の運営と推進のために　　　　　　60,489千円
■⑨将来の赤十字活動のために　　　　　　　　　37,006千円

　災害は、新型コロナウイルスの感染が収まるのを待ってくれません。
　例年通りとはいかないものの、令和３年度も各町内会・自治会や団体の方々が防災セミナーの受講や、当県
支部の施設見学などにご参加いただきました。防災・減災は、自助・共助の力を高めることが重要です。
　詳細については、当県支部までお問い合わせください。

町内会・自治会様の施設見学や防災セミナーの実施

　令和3年12月9日に最大震度5強の地震が発生した
トカラ列島の悪石島へ、十島村役場の要請を受けて、
鹿児島赤十字病院の看護師と、当県支部職員の計2名を
12月10日～17日まで派遣しました。
　現地では、常駐の看護師らと一緒に、地震が続き不
安な日々を送っている島民の方々の健康観察などの活
動を行いました。

令和３年12月　悪石島へ赤十字職員の派遣
　被災地のニーズに合わせて、医療救護班を派遣し、救護所の設置や巡回診療を行います。
　災害時は、身体だけでなく心にも傷を負ってしまうことが多いため、被災者の心が安まるよう、“こころの
ケア” も行います。
　また、被害の状況に併せて救援物資の配分や支援員の派遣を行います。

医療救護 救援物資の配分 こころのケア

発災時

　“未来”のため、一人でも多くのいのちが救えるよう、各種講習会や防災セミナーの実施、子どもたちへの防
災教育（青少年赤十字の活動）を行っています。

子どもたちへの防災教育 各種講習の実施 地域の防災への貢献

未来のために

突然訪れる “その時” のために、私達は日々活動しています。

歳出予算
275,796千円

①
11.9％

②5.9％
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④
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⑥
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⑦
14.0％

⑧
21.9％

⑨
13.4％

⑤0.5％

１

２

３

４

10月18日㊊

11月15日㊊

11月16日㊋

１月29日㊏

武校区民生委員児童委員協議会

鹿児島県立薩摩中央高校
（1～ 2年生）

吉川幸寿会

武校区まちづくり協議会
（青色パトロール隊）

日付 団体名
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7

参加人数
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１

２

３

４

５

6月3日㊍

7月11日㊐

7月31日㊏

12月14日㊋

3月3日㊍

南九州市

鹿児島市 西陵西町内会

鹿児島市
（田上小）

障害者支援施設
慈生園

南日本リビング新聞社
「防災・減災
プロジェクト」

鹿児島市
川上校区社協

南九州市立
知覧中学校

赤十字会館

南九州市

災害エスノグラフィー

災害図上訓練
（DIG）

災害図上訓練
（DIG）

災害への備え

災害への備え

日付 実施地区（市町村） 実施団体

３

26

28

24

70

受講者数 実施内容

【施設見学】 【防災セミナー】



☎099（252）0600
Mail : soshiki-rc@kagoshima.jrc.or.jp 日赤鹿児島県支部HP

◯当県支部公式 SNS随時更新中
様々な情報を掲載していますので、ぜひご覧ください！

日赤鹿児島県支部
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知ってつながる転倒予防
～あなたの転倒リスクは？～

鹿児島赤十字病院　リハビリテーション課

　日本国内では地域在住高齢者の10～20%が、１年に１回以上の転倒を経験しているとされています。転倒する
原因は、筋力低下、バランス機能低下、視力低下などの身体機能低下によるものと、周囲の環境（床、段差、履物等）・
服薬など身体機能以外の影響によるものに大きく分けられ、原因に応じた予防策が大切となります。特に身体機
能低下については「筋力低下があると4.4倍」「歩行能力低下があると2.9倍」、転倒する危険性が高まるとされて
います1)。転倒予防を目的とした運動については個人の体力に合わせて行う必要があります。一例が「理学療法ハ
ンドブック」に掲載してありますのでご参考にしてください。
　また、転倒リスクを簡単に評価する方法にFRI（Fall Risk Index）による質問チェックがあり、５項目の合計点が
「６点以上」となると要注意とされています2)。歩く速さが遅くなったと感じる方は、1日20～30分程度の散歩か
ら始めてみるとよいでしょう。ポイントをおさえることで転倒を未然に防ぎ、いきいきとした生活を続けていき
ましょう。

赤十字オリジナルグッズを
抽選で 5名様にプレゼント!!
何が届くかお楽しみ♪たくさんのご応募お待ちしています!!

※当選者の発表は、プレゼントの発送をもって代えさせていただきます。
※本プレゼントの応募を通じてご提供いただきました個人情報は、本プレゼ
　ントの運営に関すること以外の目的で使用することはありません。

【明記事項】
①お名前
②郵便番号・住所
③電話番号
④年齢
⑤「赤十字かごしま」の
　入手先　
⑥ご意見・ご感想など

《応募先》
MAIL  soshiki-rc@kagoshima.jrc.or.jp
FAX　099-258-7037
郵送　〒890-0064  鹿児島市鴨池新町1-5
　　　日本赤十字社鹿児島県支部 
　　　「赤十字かごしま」プレゼント係

締切：令和４年8月31日消印有効

Facebook Instagram

日本理学療法士協会｢理学療法ハンドブック｣シリーズ１ 健康寿命 第３版
https://www.japanpt.or.jp/about_pt/therapy/tools/handbook/

【参考・引用文献】　１） J Am Geriatr Soc 49: 664-672, 2001.
　　　　　　　　  ２）鳥羽研二「高齢者の転倒予防ガイドライン」メジカルビュー社 2012 

FRI　「高齢者の転倒予防ガイドライン」より
点数

点合計点数

5
2
2
2
2

はい
はい
はい
はい
はい

① 過去１年に転んだことはありますか。

② 歩く速度が遅くなったと思いますか。

③ 杖を使っていますか。

④ 背中が丸くなってきましたか。

⑤ 毎日お薬を５種類以上飲んでいますか。

今の状態を
チェック

してみましょう！

　「けんけつ応援隊」の四位笙子さんが
YouTube などの SNSを通して
献血の協力を呼び掛けています。
ぜひ、ご覧ください♪

献血の協力を
呼び掛けているっち！


